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☞ 
お申込みはこちらから 

Ｚｏｏｍでの配信となります 

２０２２年２月４日（金） 
  １０：３０～１２：００ 

本年もよろしく 

 お願いいたします 

第一部  「チャレンジと公的資金」 

第二部  「再生と承継の選択」 

今話題の事業再構築補助金採択企業の事例に学ぶ！

公的支援の活かし方 

アフターコロナで現実化する「再生」と「承継」

選択肢の道筋を知って決断に備えよう 

講演後にお楽しみ企画も予定しています！ 
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今月はこちらのお二人の記事が掲載されています。弊社ホー

ムページにて毎月更新しております。 

記事の内容や裏話などの動画も配信しています、ＱＲコード 

から是非ご覧ください。 

司法書士 大野 豊 HPはこちら 

「自分の個人情報の整理は

どうするべきか？」 
「AⅠとＢⅠ」 

税理士 鹿住 拓郎 動画はこちら 

ＰＬＡＺＡ内の各代表ご挨拶 第２弾は２月号に掲載いたします。 

第１弾 

 あけましておめでとうございます。 

 働きながら、厚生年金保険料を払いながら、年金

をもらうという制度＝在職老齢年金の制度が変わり

ます。 

 給与＋年金の１ケ月分≦２８万円ならば年金の減

額がなかった。その基準の２８万円➡４７万円にな

ります。つまりほとんどの人が年金額の停止が無く

なり全額をもらえることになります。 

 また、毎年、年金は過去１年間の保険料を加算し

た額が支払われることになりました大改革です

ね！！ 

 今年もよろしくお願いいたします。 

代表社員 藤井 英雄 

代表取締役 髙野 裕 所長 高野 毅 

代表社員 髙野 洋子 

 「つなぐチカラ」 

 ようやくコロナ禍からアクセルを踏みだすことがで

きる環境となりつつあります。 

 コロナ禍で自覚した社会と自分とのつながりを今後も

自覚しながらひとりひとりの行動が社会に影響を与

え、地域を変える力の一つになると信じて行動しま

しょう。 

 これからの社会は、平時に見えても実は目に見えな

いリスクが地雷の様に、たくさん埋まっている隠れ有

事の状態と考えます。常在戦場の精神を心に、つなぐ

チカラで積極的にチームを作り、さらにチーム同志が

連携しながら困難を乗り越えて未来を創造していきま

しょう。 

司 法 書 士 大 野 豊 事 務 所 

２０２２ 

 私は、毎年自分の年間計画を大きく三つに分けて考

えている。 

 一つ目は趣味と仕事。趣味は仕事に通じる。だか

ら、趣味についての計画が大切だ。今年は、なんとか

デッサンと外国語をものにしたいと考えている。二つ

目は自己啓発と友達。現在、毎月書評を書いている。

これを続けたい。実は、ここからいろいろな展開が生

まれてくる。三つ目は家族と恋人。昨年は旅行に出か

けることができなかった。是非今年は一緒に旅行をし

たいと思っている。 

 令和４年、新春のお喜びを申し上げます。 

 今年のキーワードは「アナログ再発見」です。 

新型コロナ感染症の影響で、社会のデジタル化が一

気に進展しました。デジタル庁の新設、ハンコ行政

の改革、ネット通販等、社会の至るところで「デジ

タル化」です。が、しかし、人の本性は変わりませ

ん。デジタルには、「生身の人の温もり、匂い、

オーラ」等が欠けています。アナログの重要性が再

発見されるでしょう。デジタル社会だからこそ、

「アナログ」なのです。 


